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近
世
唐
音
の
重
層
性

岡

島

昭

浩

日
本
漢
字
音
史

に
お
け
る
唐
音

は
、
普
通
、
中
世
唐
音
と
近
世
唐

音
と
に
分

け

て
記
述

さ
れ
る
。

こ
の
二

つ
の
唐
音
が
大
き
く
異
な
る

こ
と
は
概

説
書

に
も

見
え
、
今

更
こ
こ
に
述

べ
る
ま
で
の
こ
と

は
な

い
。

し
か
し
、

こ
の
う
ち
近
世
唐
音

に
関
し

て
言
え
ば
、
そ
れ
が

一
様

な
性
格
を

持

つ
も

の
な
の
か
、
と

い
う
疑
問
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
近
世
唐

音
は
江
戸
時
代

に
日
本

で
記
録
さ
れ
た
中
国
語

の
音
を
総
称
し

て
い
る
も

の
で
あ
り
、
黄
壁
宗

の
経
典
読
諦
音
、
唐
通
事
ら

の
記
録
、
当
時

の
中

国
趣
味

の
反
映
と
も
言

う
k

き
も

の
、
等
を
区
別
せ
ず

に
そ
う
呼
ん

で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
近
世
唐
音

は
有

坂
秀
世
氏

の
研
究
を
は
じ
め
と
し

て
、
国
語
音
韻
史

の
資
料
と

し
て
用

い
ら
れ

る
が
、
国
語
資
料
と
し

て
使
用
す
る
前

に
近
世
唐
音
自
体

の
字
音
体
系
を
押
さ

え

て
お
く

こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

筆
者

は

こ
れ
ら
近
世
唐
音

資
料

に

つ
い
て
調

べ
て
い
く

う
ち

に
、

こ
れ
ら

の

中

で
黄

漿
宗

の
経
典
読
講
音

(以
下

「黄
奨
唐
音
」
と
記
す
)

の
内
部

に
限

っ

て
み

て
も
、
資
料

に
よ

っ
て
音

の
様
相
が
異
な
る

こ
と

に
気
付

い
た
。

つ
ま
り

黄
蘂
唐
音

は
重
層
性
を
示
す
と

い
う
わ
け

で
あ
る
。
そ

の
性
質

の
違
い
は

一
方

が
他
方

に
伝
承
す

る
う
ち

に
転
読
し
た
と

い
う
よ
う
な
も

の
で
は
な
く
、
黄
壁

僧

の
聞

い
た
原
音

の
違

い
に
係
わ
る
よ
う
な
性
質

の
も
の

で
あ
る
。

先
学

に
よ
り
指
摘
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代

の
唐
音
関
係
資

料

に
、
唐
音

は

一
様

で
は
な
く
複
数

の
物

が
あ
る
、

と
い
う
記
述
が
見
え

る
。

た
と
え
ば
文
雄

の

コ
二
音
正
講
』

に
は

華
音
者
俗
所
謂
唐

音
也

。
其
音
多
品
。

と
あ
る
。
本
居
宣
長

の

『漢
字

三
音
考
』

に

「今
唐
音
事
」
と

い
う
題
目

で
、

唐
音

に

つ
い
て
述

べ
ら
れ

て
い
る

こ
と
等
か

ら
も
わ
か

る
よ
う

に
、
当
時

の

「
唐
音
」
は

「
現
代
中
国
語
」

の
意
味

で
あ

っ
た
よ
う

で
あ
る
。
当
時

の
中
国

語
に
も
複
数

の
方

言
が
あ

っ
た
の
は
当
然

の
事
だ
が
、
そ

の
う
ち
い
く

つ
か

の

物

が
、
当
時

日
本

に
伝
来
し

て
、
「
唐
音
」
と
捉
え
ら
れ

て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

西
川
如
見

の

『
華
夷
通
商
考
」

で
は
中
国

の
十
五
省

の
言

語
に

つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
新
井
白
石

の

『
東
音
譜
」

で
は
杭
州

・
泉

州

・
潭

州

・
福
州

の
音
を

示
す

な
ど
、
諸
書

に
記
述
が
見
え
る
が
、

具
体
的

に
方
音
差
を
示
し
た
文
献
と

し

て
は
、
文
雄

の

『
三
音
正
講

』

・
朝
岡
春
睡

の

『
四
書
唐
音
弁
』
が
あ

る
。

文
雄
は
杭
州
音
を

「
正
音
」

と

し
て
韻
鏡
研
究
を
し
た
訳
だ
が
、

『
三
音
正
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講
』
で
は
そ
れ
に

「
官
話
」
を
対
照
さ
せ

て
い
る
。
体

系
的

な
比
較

で
は
な
く
、

小
韻

毎

の
比
較

で
あ

る
た
め
、
個

別
的

な
違

い
な

の
か
否

か
不
明

で
は
あ

る

が
、
当
時

の
方
音
差
を
示
す
有
効

な
資
料

で
あ
る
.

『
四
書
唐
音
弁
』

の
南
京
音
と
漸

江
音

の
比
較

は
高
松
政
雄
氏
が
詳
細

に
検

討
し

て
お
ら
れ
る
が
、
『
三
音
正
講
」

の
官
音

と
正
音

(杭
州
音
)
の
対
立
と

そ

れ

ほ
ど
違

い
は
な
い
。
す

べ
て
の
韻

が
揃

う
わ
け
で
は
な

い
が
、
『
三
音
正
講
』

の
よ
う
な
規
範
意
識

が
少

な
い
と
思

わ
れ
る
点
、
非
常

に
有
効
な
資
料

で
、

こ

の
二
資
料

を
併
用
す
れ
ば
、
当
時

の
方
音
が
か
な
り
分
る
わ
け

で
あ
る
。

『
四
書

唐
音
弁
』

が
二
音

を
併
記

し
た
理
由

は
明
ら
か

で
は
な

い
が
、
字
音

研
究

の
立
場

の

『
三
音

正
講
』
が
、
複
数

の
方
音
を
記
し

て
い
る

の
は
当
然

と

も

い
え
よ
う
。

そ
の
様

な
立
場
と
比
較
し

て
黄
壁
唐
音

の
場
合
は
、
同
宗
派

の

経
典
読

調
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
音

の
異
な

り
は
読
請
し

て
い
る
う
ち

の
転

読
ぐ

ら

い
で
あ
ろ
う
と
考

え
て
し
ま
う
が
、
実
際

に
は
原
音
が
異
な
る
と
見
る

べ
き

付
音

の
差

が
あ
る
の
で
あ
る
○

二

 

本
稿
で
使
用
し
た
資
料
は
以
下
の
十
五
種
で
あ
る
。

[
一]
寛
文
二
年
版
禅
林
課
諦

大
本

一
冊

九
州
大
学
蔵

寛
文
二
年
壬
寅
林
鐘
吉
旦

二
條
通
鶴
尾
町
田
原
仁
左
衛
門
刻

「朝
課
」
「暮
課
」
「朔
望
儀
」
「雑
集
」
よ
り
な
る
。

口二
]
重
刻
禅
林
課
講

大
本

一
冊

九
州
大
学
蔵

二
條
通
鶴
尾
町
田
原
氏
仁
左
衛
門
重
刻

(刊
年
不
載
)

[
=

と
内
容
に
も
多
少
の
出
入
り
が
あ
る
。
[
=

で
「朝
課
」
の
末

に
あ

る

「
礼
仏
発
願
文
」
が

「
暮
課
」

の
末

に
有

る
。

ま
た

「禅
林
課
調

終
」
と
あ

る
後
ろ

の

「
礼
華
厳
文
」
「
四
方
願
文
」
が
な
く
、
「
仏
成

日
讃
」

「
仏
成
道
」
「
仏
浬
葉
」
「
初
祖
忌
」
「百
丈
忌
」
「
諸
先

覚
設
忌
」
「
回
向
讃
」

「
三
宝
讃
」

「
西
方
讃
」

「小
施
食
香
讃
」
が
あ

る
。

音

の
違

い
は

「
般
」
の

「
バ
」
「
ポ
」
両
形
あ

る
の
を

「
ポ
」

に
統

一
す

る
ほ
か
、
[
一
]
で
は
表
記
し
な

い
入
声
韻
尾
を
数

ケ
所
、
ツ
で
表
す

こ
と

な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
「仏
成

日
讃
」
以
下

の
入
声
韻
尾
は
、
表

記
さ
れ
な

い
も

の
も
あ
る
が
多
く

は

・
で
記
さ
れ
る
。

こ
の
部
分
が

[
=

に
見
え

な
い
事
を
考

え
て
も
、
何
か
別

に
よ

っ
た
資
料

の
存
在

が
考

え
ら
れ
る
。

[三
]
寛
文
十
年
版
慈
悲
水
俄
法

大
本
三
巻

一
冊

長
崎
宮

田
安
氏
蔵

寛
文
十
年
歳
次
庚
戌

平
安
城
田
原
道
住
刻

田
原
道
住

は

[
一
]
[
二
]
の
田
原
仁
左
衛
門

と
同

一
人
物

で
あ

る
。
各

巻
末

に
反
切
等
を
注
記
す
る

「音

釈
」
「音
釈
補
遺
」
を
付
す
。
ま

た
有

坂
氏
も
触
れ
る
が
、
下
巻
末

に

「
国
字
帝
音

例
」

と
題

し
て
、
注
音
上

の
記
号
等

の
用
法

の
説
明
が
あ
る
。

○
凡
勇
音
用
二
一
字

一者
、
其
音
當

二曳
曳
而
呼

レ之
、
勿
類
二
入
聲

一直
而

促
與
。
世
俗
所
レ
用
國
字

加

一ウ
字

「而
呼

レ之
者
頗
相
類
。
今
不
三
繁
逐

一
下
二
ウ
字

で

○

凡
勇
音
有

用
小
圏
於

上
者
　
。
如

イ

キ
字

須
撮
唇

舌
居
中

而
呼
之

也
。
如

サ
字
音
自

二歯
頭

一而
出
。
猶
下
合

ツ
ア
二
字

一而
呼
占
之
也
。
如

ソ
字
音
又
自
二
歯
頭

一而
出
、
猶
下
合

ニ
ッ
ヲ
二
字

一而
呼
占
之
也
。
如

セ

字
音
又
自
二
歯
頭

「而
出
、
猶
下
合

ニ
チ

エ
二
字

・而
呼
占
之
也
。
如

=テ
ト

字

・須
下
今
口
・
上

下
歯

一而

呼
占
之
、
猶
ト
不

Ⅲ正

呼

一其
髄

而
唯

呼
中
其

用
上
也
。
如
ニ
パ
ピ
等
字

う先

閉
レ唇
激

而
発

レ音
。
余
倣
此
。
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[
四
]

[五

]

[六
]

○
凡
労
音
入
聲
者
用

小

圏
於

下

一。
如
ニ
ハ
。
字
之
類

…是
也
。
或
又
上
ヒ

下
用

爾

-
小
i
圏

[者
、
上
圏
即
如
二
以
-
上

パ
ピ
例

}、
下
圏
見

う一復
此

字
之
為
二
入
聲

一也
。
如
ニ
パ
。
字

之
類

一是
也
。

○
凡
勇
音
爾
字
中
間
竪
用
二「
此

一
画

一者
、
開

二張
上

一
字

一而
呼
レ
之
、

盛
二
聚
下

}
字

・而
呼
レ
之
。
如

入

=

ウ

へ
「

ウ
之
類

う是
也

。

○
凡
労
音
有
下
二
音
合
為

二
一
音

一者
k
、
如

ニ
ッ
ア
字
之
類

一是
也
。
全
類
二

反
切
法

}、
用
二
三
字

一者
又
與
レ此

同
、
如
二
ス
ワ
ン
之
類

一是
也
。

○
凡
勇
音
間
有
ト
不

二全
叶
二
反
切

一者

、
如
二
完
字

一似
属
二
喩
字
母

一。
藍

音
駒
之
楚
夏
而
已
　
。

延
宝
七
年
版
慈
悲
水
俄
法

折
本

三
帖

九
州
大
学
蔵

時
延
宝
歳
次
己
未
騰
八
月
弟
子
道
月
和
南
拝
書

[一一口

と
は
異
版

で

「
音
釈
」

「国
字
労
音
例
」

は
な

い
。

天
和
三
年
黄
奨
版

観
音
経

折
本

一
帖

奥
村
先
生
蔵

『
近
代
語
研
究
』
第

三
集

に
、
奥
村
三
雄
先
生

が
解
題
を
付

し
、
「
天
和

三

年
黄

奨

版

観
音

経
ー

近
世

初

期

の
表

記

・
音

韻

史
料

と

し

て

ー

」
と
題
し

て
影
印
を
載
せ
て
お
ら
れ

る
。
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」

六
号
の

「日
本
漢
字
音
の
体
系
」

・
「岐
阜
大
学
学
芸
学
部
研
究
報
告

(人
文
科
学
)」
五
号
の
「近
世
音
韻
料
と
し
て
の
黄
彙
唐
音
」
に
字
音

表
を
の
せ
る
。

九
州
大
学
蔵

「寛
文
二
年
原
刻
仏
遺
教
経
」
書
き
込
み

折
本

一帖

寛
文
二
年
の

「板
存
山
城
州
宇
治
縣
黄
壁
萬
福
禅
寺
印
房
流
行
」
と
い

う
刊
記
が
見
え
る
が
、
次
の
よ
う
な
刊
記
が
続
く
。

京
都
西
九
条

長

建

禅

寺

蔵

版

京
寺
町
通
五
条
上
ル

東
側

[七
]

[八

]

[九

]

[十

]

[十
口

[十
二
]

黄
奨
山

藤

屋

東

七

弘
所

書

林

藤
屋
東
七
は

『近
世
書
林
版
元
総
覧
』
に
よ
れ
ば
享
保
十
八
年
以
降
な

の
で
、
付
さ
れ
た
肉
筆
の
唐
音
は
お
お
む
ね
そ
れ
よ
り
後
の
も
の
と
な

ろ
う
。
矢
野
準
氏

「近
世
唐
音
の
か
な
表
記
に
関
す
る

一考
察
」
(『静

岡
女
子
大
学
国
文
学
研
究
」
第
十

一
号
)
に
字
音
表
を
の
せ
る
。

元
禄
三
年
版
仏
説
梵
網
経

折
本

一
帖

長
崎
崇
福
寺
蔵

元
禄
三
龍
次
庚
午
歳
九
月
日

邑
上
第
五
橋
邊
書
騨
林
五
郎
兵
衛
壽
梓

慈
悲
道
場
俄
法

大
本

一
冊

長
崎
崇
福
寺
蔵

有
坂
氏
は
天
和
三
年
版
を
用
い
る
が
、
筆
者
の
見
た
崇
福
寺
本
は
末
尾

を
欠
く
た
め
、
刊
行
等
不
明
。
各
巻
末
の
音
釈
は
反
切
等
を
記
す
。

三
千
仏
名
経

折
本
三
帖

九
州
大
学
蔵

有
坂
氏
は

「千
仏
名
経
」
と
記
す
が
、
秩
題
が

「唐
音
三
千
仏
名
経
」

と
あ
る
。
三
巻
に
分
か
れ
、
「唐
音
過
去
荘
厳
却
千
仏
名
経
」
「唐
音
現

在
賢
却
千
仏
名
経
」
「唐
音
未
来
星
宿
却
千
名
経
」
と
外
題
に
あ
る
。
同

版
の
冊
子
本
も
見
た
こ
と
が
あ
る
。
有
坂
氏
の
見
た
も
の
も
こ
れ
で
あ

ろ
う
。
刊
記
は
見
え
な
い
が
享
保
の
書
き
込
み
の
有
る
と
こ
ろ
か
ら
そ

れ
以
前
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

観
音
臓
法

折
本

一帖

九
州
大
学
蔵

刊
記
等
見
え
な
い
。

金
剛
般
若
波
羅
蜜
経

折
本

一帖

長
崎
崇
福
寺
蔵

刊
記
等
見
え
な
い
。

貝
葉
版
金
剛
般
若
波
羅
経

折
本

…帖

奥
村
先
生
蔵

[±
]
と
は
異
版
で
、
経
文
の
前
の

「金
剛
経
啓
請
」
前
後
の
文
章
が
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[↑
三
]

こ
と
な

る
。

貝
葉
版
観
音
経

折

本

…
帖

奥
村
先
生
蔵

外
題
は

「
普
門
品
」。

[五
]

と
は
異
版

で
音
も
異
な

る
。
法
華
経
普
門

品

の
本
文

の
後
に
続
く
文

も

[五
]

と
異
な

る
。
ま
た
、
巻
末

に

「
音

釈
」
を
付

す
。
「音
釈
」
と

い

っ
て
も
、

一
般
的
な
反
切
等
を
記
す
も
の

で
は
な
い
。

音

繹

東

冬

江

ハ
ヌ
ル

支

微

魚

虞

齊

佳

灰

隊

ヒ
ク

真

文

徹

元

寒

刷

先

ハ
ヌ
ル

陽

庚

青

蒸

ハ
ヌ
ル

尤

ヒ
ク

ル

粛

肴

豪

歌

麻

侵

輩

盤

威

嚴

ヒ

ク
ハ
ヌ

屋

沃

覧

質

勿

迄

月

禺

賠

屑

藥

階

錫

組

入

声

ツ

ム

ルス
ウ

ジ
ヨ
チ
ヨ
ン
ピ
イ

チ
イ
チ
ヨ
ン
ソ
イ

グ
イ

フ
イ

チ
イ

和
、

ツ
ウ

サ
ア

エ
ウ

世

若

衆

被

之

重

施

観

慧

持

如

支

沙

夜

ソ
イ

ヨ

ソ

ヲ

ン

ブ

イ

ツ
ウ

ツ

ヲ

ン

ス

ウ

ウ

イ

ホ

イ

ツ

ウ

ジ

イ

チ

イ

シ

ャ

ア

イ

阿

種

我

彼

誓

過

推

威

終

誼

然

國

切

ゴ

ツ

ヲ
ン

ヲ

ピ

イ

ノ
イ

ク

ワ

ウ

ト

イ

パ

ン

7

ヲ

ン

チ

ユ

イ

ゼ

ン

コ

ツ

チ

エ

ツ

の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
後
半
部

の
二

つ
の
音

を
示
す
部
分

は
、
「
切
」

「
チ
イ
」
「
チ

エ
ッ
」
の
よ
う

に
、
本
来

そ
の
字
が

二

つ
の
音
を
持

っ
て

い
る
も

の
だ
け
を
集
め
た

の
で
は
な
い
。
本
来

は

(韻
書
L

で
は
)
同

音

で
あ
る
も

の
が
、
方
言

の
違

い
、

あ
る
い
は
聞

い
た
も

の
の
耳

の
違

い
、
表
記

の
違

い
に
よ

っ
て
こ
の
よ
う
な

二
音
併
記
と
な

っ
た
も

の
で

あ
る
。

こ
れ

に
関
し

て
は
ま
た
後

で
触
れ

る
こ
と

に
な

る
。

[十
四
]

[査

]

[五
]

の
黄

壁
版

と
比
較

し
て
、

一
方

の
音

は
黄
漿
版
と
同
じ
、
も
う

一
方

の
音
は
貝
葉
版
と
同
じ
と

い
う
対
応
を
見
せ
る
も

の
も
あ
る
が
、

全

て
が
そ
う
な

っ
て
い
る
わ
け

で
は
な

い
。
ま
た
、

こ
の
二
音
併
記

の

ピ

イ

プ

イ

ジ

ヨ

和

ゝ

エ
ン

ツ

ウ

チ

イ

仕
方

も
、
彼

彼
、
若

如

然
、
支

之
な
ど
か
ら
、
右
側

が

一
貫

し
た

音
体
系
、
左
側
が

一
貫
し
た
音
体

系
と
言
う
わ
け
で
は
な
い
と
判
断

さ

れ
る
。

貝
葉
版
黄
壁
清
規

大
本

一
冊

有
坂
氏
は
古
版

を
用
い
、
貝
葉
版

は
誤
刻
が
あ

る
と
し

て
い
る
が
、
と

り
あ
え
ず
貝
葉
版
を

用
い
た
。
有
坂
氏

の
書
き
ぶ
り

で
は
、
記
す
と

こ

ろ
の
音
は
同

じ
も

の
の
よ
う

で
あ

る
。

禅
林

課
調

折
本
二
帖

奥
村
先
生
蔵

外
題

は

「
禅
林
朝
課
」
。

[
二
]

の

「
重
刻
禅
林

課
諦
」

と
内
容

は
ほ
と

ん
ど
同
じ
だ
が
、
末
尾
部
分
が
若
干
異
な
る
。

[二
]
に
あ
げ

た

「仏
成

道
」
以
下
が
含
ま
れ

て
い
な

い

(
「仏
成

日
讃
」

は
あ

る
)
。

表
す
音

は
違

っ
て
は

い
な

い
。
有
坂
氏

の
い
う

「小
型
絵
入

の
折
本

刊
経
」
と
は

こ
れ

で
あ
ろ
う
。

三

 

黄
漿
唐
音

で
資
料

に
よ

っ
て
付
音

に
差

の
あ

る
も

の
の
う
ち
、
個
別
的

な
差

で
は
な
く
韻

・
声
母

の
表

れ
方

の
違

い
と
見

る
べ
き
も

の
は
以
下

の
諸
点

で
あ

る
○
本
来

な
ら
ば
、

そ
の
韻
す

べ
て

・
そ
の
声
母
す

べ
て
の
字

を
挙
げ

る

べ
き

で
あ
ろ
う
が
、

こ
こ
は
資
料

に
よ

る
表
れ
方

の
差
が
顕
著
な
も

の
の
み
を
挙
げ

る
こ
と
が
多

い
。

な
お

『
三
音
正
講
』
な
ど

で
、
方
音
差

で
あ
る
と
記
さ
れ

て
い
る
も

の
は
そ
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の
旨
注
記
し

て
お
く
。

O
清

濁

の
対
立
が
表
れ

て
い
る
か
。

こ
れ
は

『
三
音
正
調

』

で
、
例

え
ば
第

一
転

に

蓬
華
権
暴

並
母

二
属
メ
濁

ヲ
正
音

ト
ス
。
杭
州
音
是

ナ
リ
。
若

シ
ポ

ン
ポ

ン
ポ

ン
ポ

ト
シ
、
劃
吊
湧
並

三
母

一
音

ノ
如

ク
ス
ル

ハ
、
官
話
是

ナ
リ
。

正

シ
キ

ニ
ア
ラ
シ
。

と
見
え
、
杭
州
音

が
清

濁

の
区
別
を
有
す

る
の
に
対
し
、
官
話

に
は
そ
れ
が
な

い
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
『
四
書
唐
音
弁
』
で
も
音

の
異
な

る
も

の
の
大
部
分
が

こ
の
清
濁

の
区
別
の
有
無

で
あ
る
。

あ
る
資
料

に
清

・
次
清
対

濁
の
区

別
が
あ
る
か
を
考
え

る
際

に
、
濁
点
を
積

極
的

に
打
た
な

い
た
め
に
清

・
次
清
対
濁

の
区
別
が
無

い
よ
う

に
誤
認
さ
れ
る

と

い
う

こ
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、

日
母

・
疑
母

で
は
濁
点
が
き
ち
ん
と
打
た
れ

て
い
て
、
全
濁

の
字

に
濁
点

が
打

た
れ

て
い
な
け
れ
ば
、
や

は
り
清
濁

の
区
別

が
無

い
と
考
え
る

べ
き

で
あ
ろ
う
。

ま
た
清
濁

の
区
別
有
無

の
判
別

に
は
、
厘
母

・
奉
母

の
表
れ
方

で
も
判
断

で

き
る
。

つ
ま
り
、

清
濁

の
区
別
の
無

い
資
料

で
は

ハ
で
あ
ら
わ
れ
、
区
別

の
あ

る
資
料

で
は

ア
ヤ
うワ
行

で
表

わ
れ
る
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
清
濁

の
字
が
す

べ

て
ア
ヤ
ワ
行

で
あ
ら
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、

ハ
行
が
ま
じ

る
。

こ
れ
は
有
坂

氏
も
指
摘
し

て
い
る

こ
と
だ
が
、

ど
ち
ら
と
も
聞
き
取
れ

る
音
だ

っ
た

の
だ
ろ

う
。資

料

の
中

で
、
清

濁
の
区
別
が
あ
る
と
見

ら
れ

る
の
は

『
仏
遺
教
経
』

で
あ

る
。並

母

菩
ブ
弁

ベ

ン
病

ビ

ン

定
母

動

ド

ン
独
毒
度

ド
定

ヂ
イ
ン

被
避
碑
ピ
貧
ピ

ン
藥
畔

パ
ン
践

ハ

白

ぺ

提
隈
第

テ
イ

澄
母

群
母

従
母

邪
母

状
母

禅
母

匝
母

大

ダ
イ

・
ダ

ゝ
脱

ド
ウ
田

デ
ン

道
導
ダ

ウ
頭

デ
ウ
談
ダ

ン

重

ヂ

ヨ
ン
治
ジ

イ
除
住
ヂ
イ

住
ジ

ウ

・
ジ

ユ
杖

ヂ
ヤ
ン

着

ヂ
ヤ
宅
ヅ

エ

窮
ギ

ヨ
ン
及
ギ

自

ヅ
ウ
財
在
ザ

イ
罪
ヅ
イ

蔵
暫
漸

ザ

ン

浄

ヂ

ン
集
ジ

ッ
雑
ザ
賊
ヅ

エ

講
ゾ

ン
従
ズ

イ

事

ズ
術

ジ

エ
蛇
ゼ

是
時

ズ
樹
ジ

ユ
慎
甚
ジ

ン

常

ヂ
ヤ

ン
上

ヂ
ヤ

ン
禅
善
ゼ

ン

壊
懐

ワ
イ
害

ア
イ
患

ワ

ン

禍

ヲ
活

ッ
陥

エ
ン

奉

母

煩

ワ
ン
縛

ヲ
ッ

但
タ

ン
達
タ
電

タ

ン
陀
駄

ト

定
騰

テ
ン

陳

テ
イ

ン
陣

チ

ン

墜

ッ
イ
持

チ

・
ッ
植

チ

長
チ
ヤ

ン
簿

チ
ウ

其
旦
ハキ
勤
禽

キ

ン
掘

ケ

ツ

強
キ
ヤ

ン
狂

ク

ワ
ン
求

キ
ウ

疵

ツ
静
チ

ン

緒
チ
イ

示

ス
船

セ
ン
食

シ

睡

ス
イ
視

ス
折

チ

エ

上

シ
ヤ
ン
石

シ
ツ

玄

ヘ
エ
ン
降

ヒ
ヤ
ン
護

フ

慧
会

フ
イ
何
和

惑
ホ
下
暇

ヒ
ヤ

賢

ヘ
ン
厚
後

猴

ヘ
ウ

合

ハ
弘
ホ

ン

伏
復

服
扶
仏

フ
分

フ
ン
仏

フ
エ

防

フ
ワ
ン

た
だ
し

こ
の
資
料

は
清
音

の
字

に
も
濁
点

を
付

す

こ
と
が
あ
る
。

照
母

終

ヂ

ヨ
ン

精
母

縦

ヅ
ヲ

ン
進

ヂ
ン

穿
母

触

ヂ

ヨ
始
ヅ

ヲ

(
ツ
ヲ
ソ
ヲ
も
あ
り
)

心
母

喪
ザ

ン

「40「



審
母

湧
母

蔦
母

見
母

透
母

渓
母

怒
ジ
手
獣
ジ

ウ

警
ビ

(ピ
も
あ
り
)

比

ビ

(
ピ
も
あ
り
)

憶

グ
イ
憤

グ

ハ
イ

土

ド

鎧

ガ
イ

切
韻
系

の
韻
書

で
は
清
声
母

で
あ

っ
て
も
当
時

の
原
音

で
は
濁
音
化

し
て
い

た
可
能
性
も

あ
る
。
例

え
ば
塊

は

『
四
書
唐
音
弁
』

に
南

京
ク
イ
漸
江

グ
イ
と

あ
る
。

ま
た
時
代

は
異
な

る
が
羅
常
培

『
唐
五
代
西
北
方

音
』

で
比

は

「千
字

文
」
で
σ
一、
「
大
乗
中
宗
見
解
」
で
げ
覧
と
あ
り
、
土

は

「
金
剛
経
」
「大
乗
中
宗

見
解
」

で
亀
o
、
進
も

「大
乗
中
宗
見
解
」

で
α
N
貯
、
と
濁
音

に
な

っ
て
い
る
。

他

に
岡
本
勲
氏

の
指
摘

に
あ
る
よ
う

に
縦

・
怒
は
呉
音

で
も
濁
音

で
、
原
音
が

濁
音
化
し

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

以
上

の
ほ
か

は
ほ
と
ん
ど
歯
音

で
あ

っ
て
、

こ
こ
に
問
題

が
あ

り
そ
う

に
も

思
わ
れ

る
。
『
四
書
唐
音
弁
』
で
南

京
音

に
あ
ら
わ
れ
る
濁
音

は
疑
母

・
日
母
以

外

で
は
巡
ジ

ユ
ン
頗

ヅ

ヲ
ン
食
ジ

ツ
敦
ジ

ヨ
ツ
等
、
や
は
り
歯
音

で
あ
る
。

こ
の

『仏
遺
教
経
』
以
外

の
黄
壁
資
料

で
も
疑
母

.
日
母

以
外

は
濁
点

に
ま

れ
で
あ
る
が
、
打
た
れ

る
場
合

に
は
歯
音

で
あ
る

こ
と
が
多

い
。
『貝
葉
版
観
音

経
』
『
観
音
俄
法
』
『
慈
悲
道
場
臓
法
』

で
は
疑

母

・
日
母
以
外

に
は
濁
点

は
な

い
が
、

た
と
え
ば

『
貝
葉
版
金
剛
経
』

で
は

塵

ヂ

ン
尽

ヂ
ン
上
ジ

ヤ
ン
静
ヂ

ン
浄

ヂ

ン
乗
ヂ

ン
受

ジ
ウ
寿
ジ

ウ
甚
ジ

ム

道
ダ

ウ

『
黄
壁
版
観
音
経
』

で
は

尋

ヂ
ン

・
ジ

ン

浄
ヂ

ン

樹

ジ
イ

・
シ
イ

婆

ボ

『
三
千
仏
名
経
』
で
は

「
上
ジ

ヤ
ン
」
、
『
仏
説
梵

網
経
』
で
は

「
尚
ジ

ヤ
ン
」

等
、
清
濁

に
関
し

て
歯
音

は
特

別
な
も

の
を
も

っ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
し
か

し
、
『
仏
道
教
経
』

で
は
清
声
母

・
次
清
声
母

に
濁
点
が
付
さ
れ
る

の
に
対
し
、

他
資
料

の
濁
点
が
付

さ
れ
る
字

は
皆
濁
声
母

で
あ

る
点
、
様
相
が
異
な
る
。
『
四

書
唐
音

弁
』

の
南
京
音

で
の
付

濁
点
字

も
濁
声
母
字

で
あ

る

こ
と
を
考

え
る

と
、
清
濁

の
区
別
の
な
い
は
ず
の
南
京
音

で
も
歯
音

に
限

っ
て
は
清

濁

の
区
別

一41=
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を
存
し

て
い
た
、

と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
か
。
す
る
と

『
仏
遺
教
経

』
以
外

の

資
料

も
、
〈
清
濁

の
区

別
が
無

い
〉

の
で
は
な
く

て
、
〈
清
濁

の
区
別
を
表

記
し

な

い
〉
と

い
う

べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
と

い

っ
て
も

こ
れ
は
濁
点

を
積
極
的

に
打

つ
か
否
か

の
問
題

で
は
な
い
。
半
濁
音

や
疑
母

・
日
母

の
字

に
は
濁
点

・
半
濁

点
が
打

っ
て
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま

た
濁
点
が
表
記
さ
れ
な
か

っ
た
か
ら
に
は

そ

の
読

論
音

は
清

・
次
清
対

濁

の
区
別

の
無

い
も

の
と
し

て
定
着

す
る
わ

け

で
、
清
濁
を
区
別

す
る
文
献

と
表
記

し
な

い
文
献
と
は
別

の
字

音
体
系
を
持

つ

も

の
と
考

え

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ー

な
お
歯
音

の
問
題

に
関
し
て
は
、
他

に
摩
擦
音
と
破
擦
音

の
交
替

の
問
題

と

も
関
係
す
る
と
考

え
ら
れ
、
別

の
機
会

に
考
え

る
こ
と

に
し
た

い
。

○
薬

韻

・
覚
韻
は

「
ヤ

ツ
」

か

「
ヨ
ツ
」
か

(表

1
)

こ
れ
は

『
三
音

正
謂

』
で
第

三
転

の
条

に
、

降
う項
巷
関
學

漿
窩

官
話

ヒ
ヤ

ン
ヒ
ヤ
ト
ス
又
李

ヲ
ヒ
ヨ
ト

ス
ル
ハ
俗
音

ナ
リ

顎

琢
琢
卓

巳
h
数
字
正
音

チ

ユ
ア
ナ
ル
ヲ
俗
音
チ

ヨ
ト

ス

と
見
え
る
。
す
る
と
官
話

ヤ

・
杭
州
音

ヨ
と

い
う

こ
と

に
な
り
そ
う
だ
が
、
『
四

書
唐
音
弁
』

で
は
す

こ
し
様
相
が
異
な
る
。

こ
れ
は
高
松

政
雄
氏

に
よ
り
指
摘

あ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
南
京
音

ヨ
ツ

・
濤
江
音

ヤ
ツ
と
な
る
の
で
あ
る
。
『
三
音
正

誤
』
の
ほ
う
は
野
声

に
合
わ
せ
た
音

の
可
能
性
も
あ

り
、
『
四
書
唐

音
弁

』
の
方

が
信

用
す

べ
き
も

の
で
あ

ろ
う
。

○
祭
韻

の
歯
音
と
止
摂

の
舌
上
音

・
正
歯
音

は
チ
イ
か

ツ
ウ
か

(止
摂

の
歯
頭

音
と
区
別
が
あ
る
か
)

(表

H
)

こ
れ
ら

『
三
音
正
調
』

で
第
四
転

に

知

蜘
撤

智
檎
蜻
槻

第
四
第
六
第

八
支
脂
之

ノ
開

二
属

ス
ル
舌
音

歯

音
半
音

ハ
咬
歯
呼

ニ
ソ

ッ
ウ
イ

ス
ウ
イ
リ
イ
ス
ウ
ノ
音

ナ
ル
ヲ
俗
音

ツ
ウ

ス
ウ
ル
ウ
ト
シ
又
官
話

チ
イ

シ
イ
ト

ス
ル
ハ
誰

ナ
リ

と
あ

り
、
第
十
五
転

で
は

制

製

製

世

勢

逝

誓

嚇

籏

俗
音

ッ
ウ

ス
ウ
ズ
ウ
ト
ス

と
あ

る
。

『
四
書
唐
音
弁
』

で
見
え
る

こ
の
差

は
高
松
政
雄
氏
が
指
摘

の
よ
う

に
南
京

音

は
正
歯
音

で
は
み
な

チ
イ
型

に
な
る
よ
う
で
あ
る
。

た
だ

し
、
中
国
音
韻
史

上

で
は
行
動
を
伴

に
し

て
い
る
摩
擦
音

の
場
合

は
南
京
音

・
漸
江
音
と
も

に
ス

ウ
と
な

っ
て
お
り

(例
外

は
獄
)
、
歯
頭
音
と

の
違

い
は
な

い
。
祭
韻

で
は
高
松

氏

の
指
摘

の
よ
う

に
摩
擦
音

で
も
、
南
京

シ
イ

・
漸
江

ス
ウ
と
な
る
。
た
だ
、

高
松
氏

は
世
勢
滞

の
例

の
み
を
あ
げ
る
が
、

逝
誓

と
い
う
例
外
も
あ

る
こ
と
を

付
け
加

え
て
お
く
。

『
貝
葉
版
観
音
経
』

の
音
釈

で
は
、
世
施
誓
之
持
支

が
見

え
る
。

○
疑
母

の
ア
ヤ
ワ

・
ガ

・
ナ
行

の
表

れ
方

(表

Ⅲ
)

『
三
音
正
調

』

で
指
摘
が
あ
る
が
、
文
雄

は

『
磨
光
韻
鏡
』

で
も
疑
母
は
第

三
十

三
転

の
三
等
を

ニ
イ

ン

・
ニ
イ

ッ
と
ナ
行

で
表
記
す

る
他

は
す

べ
て
ゼ

ロ

声
母

で
表
記
し

て
い
る
。

し

た
が

っ
て
例
え
ば

「正
音

ウ
イ
俗
音
グ

イ
」

と

あ

っ
て
も
そ
れ
が
現
実

の
音

の
反
映

な
の
か

が
明

ら
か

で
な

い
。

『
四
書
唐
音
弁
』

で

の
二
重
注
音

は
、
魏

ヲ
イ

・
グ

イ
と
宜

イ
イ

.
ニ
イ
が

あ
る

の
み

で
、
宜
と
同
音

と
思
わ
れ
る
義
疑
議

に
は

ニ
イ

の
注
音
し
か
な

い
。

『
貝
葉
版
観
音

経
』
音
釈

で
は
、
我
観
が
見
え

る
。

資
料

に
よ

っ
て
も

っ
と
も
差
が
あ

る
の
は
止
摂

の
表
れ
方

で
あ
る
。

こ
こ
で

は
三
様

の
表

れ
方
を
す

る
。

そ
し

て
ギ
が
表
れ
る
か
否
か

で
資
料

を
層
別
す
る

の
が
よ

い
よ
う
で
あ

る
。

こ
れ
は

『
四
書
唐
音
弁

』

で
は
ど
ち
ら
の
音

に
も
表

れ
ず
、
唐
話
辞
書
類

に
も
見
え
な

い

(
『
唐
音
世
語
』
を
除
く
)
。
現
代

で
も
南

京

・
漸
江
音

に
は
な

い
形

で
あ
る
。
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○

日
母

の
ヤ

・
ザ

・
ナ
行

の
表
れ
方

(表

W
)

こ
れ
は

「
三
音
正
講

」
「
四
書
唐
音

弁
」

に
は
見
え

な
い
も

の
で
あ
る
。
『
貝

葉
版
観

音
経

』
音
釈

で
は
、
如
若
然
と
あ

っ
た
。
『
黄
葉
版
観
音
経
』
『
貝
葉
版

金
剛
経
』

で
は
す

べ
て
ザ
行

で
表

わ
れ
る
が
、

そ
の
他

の
資
料

で
は
汝
が

ニ
イ

と
な
る
他
、

ヤ
行
が
混
じ

る
。

有
坂
氏

は

「
如

イ
」
を
福
州
音

の
も

の
で
あ
る
と
し
た
。

こ
の
日
母

の
ゼ

ロ

声
母
化

は
現
在

の
南
京

・
漸
江

に
は
な
く
、
当
時

の

「註
官
音
」

と
明
記
す

る

資
料
等

に
も
あ
ら
わ
れ
な

い

(唐

話
辞
書
類

で
は

『
唐
音
世
語
』

に
の
み
見
ら

れ

る
)
。

『漢
語
方
音
字
薩
』

で
は
漢

口

・
長
沙

・
双
峯

・
南
昌

・
福
州

に
見

え
、

こ
の
中

で
は
黄
葉

僧

の
出
身

の
多

い
福
州

が
そ
の
原
音
と
し

て
適
当
な
わ

け

で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時

の
福
州
音
を
記
し

た
と
明
記
す
る

『
鹿
幼
略

記
』
、

石
崎

又
造

氏

『
近
世

日
本

に
於
け

る
支
那
俗
語
文
学
史
』
所
載

の
、
篠
崎

東
海

『
朝
野
雑

記
』
中

の

「長
崎
通
事
唐
話
会
」

の
福
州
語

の
部

に
日
母
の
ヤ
行
表

記
は
見

え
な

い
。
ま
た

『
漢
語
方
音
字
匪
』

に
載
せ
る
現
代
福

州
音

も
、
黄
漿

唐
音

に
混
入

し
た
と

い
う
福
州
音

の
末
商

で
は
な

い
。
黄
壁
唐

音

の
染

エ
ン

・

肉

ヨ
は
現
代
福
州
音

で
蛙

δ
O
、
口
塊
と
な

っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
中

島
幹
起
氏

「
福
建
語

の
頭
子
音

に

つ
い
て
」、
王
天
昌
氏

「福
州
語
音
研
究
」
な

ど

で
は
異
な

る
様
相
を
見
せ
、
ま
た
文
言
音

と
白
話
音

(字
音

と
話
音
)

の
差

も
あ

っ
て
福
州
音

の
実
態
把
握

は
困
難

で
あ
る
。
と
も
か
く

日
母

の
ゼ

ロ
声
母

化

の
あ
る
現
代
方

言

の
う
ち
黄

壁
唐
音

の
原
音
と
し

て
も

っ
と
も
ふ
さ
わ
し

い

の
が
福
州
音

で
あ
る
の
は
確

か
だ
ろ
う
。

○
通
摂

が
ウ

ン
か
オ

ン
か

こ
れ
は
あ
ま
り
他

で
は
注
目

さ
れ

て
い
な

い
が
、
資
料

に
よ

っ
て
表

れ
方

が

違

う
。
多
く

の
資
料

で
は
頭
子
音
が
唇
音

の
場
合

に
ウ

ン

・
他

の
場
合

に
オ

ン

ウ

ン
混
在
と
な

る
。
た
と
え
ば

『
古
版
金
剛
経

』

で
は
、
蒙

ム

ン
空

ク

ン

.
コ

ン
な
ど

で
あ
る
。

『黄
壁

版
観
音

経
』

と

『
員
葉
版
金
剛
経
』

で
は
す

べ
て
ウ

ン
に
な
る
,

観
音
経

蒙

ム

ン
功

ク

ン
空

ク
ン
東

ト
ン
通

ト
ン
童
ト

ン
風

フ
ン
窮

キ
ウ

ン
中

ツ
ン

衆

ッ
ン
終

ッ
ン
統

ツ
ン
峯

フ
ン
奉

フ
ン
供

ク

ン
恭

ク
ン
重

ッ
ン

龍

ル
ン
従

ツ
ン
種

ツ
ン
訟

ス
ン

金
剛
経

蒙

ム
ン
東

ト

ン
通

ト

ン
動

ト
ン
同

ト
ン
功

ク
ン
空
ク

ン
夢
ク

ン
中

ッ
ン

衆

ツ
ン
宗

ツ
ン
重

ツ
ン
恭

ク
ン
供

ク
ン
従

ツ
ン
奉

フ
ン
種

ツ
ン
擁

ユ
ン

諦

ス
ン
用

ユ
ン

舌
音

の
時

に
は
ト

ン
と
注
意
符
号
を
付
け

て
記
さ
れ
る
。

こ
の
ト
が
t

u
を

表
す

で
あ
ろ
う
こ
と

は
奥
村
先
生
が

『
観
音
経
』

に
関

し

て
は
指
摘

さ
れ

て
い

る
こ
と

で
あ

る
が
、
『金

剛
経
』
に
関
し

て
も
同
様

で
あ
る
。
模
韻

は
補
プ

ウ
孤

ク
蘇

ス
呼

フ
露

ル
な
ど
、
み
な
ウ
の
母
音

で
、
舌
音

の
塗

ト
土

ト
表
記
は

t

u

を
表
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

○
徳
韻
合
口

の
エ
ツ
型

と
オ

ッ
型

(表

V
)

『
貝
葉
版
音
経
』
音
釈

で
は
国

が
見

え
る
。
該
当

の
字
が
国
或
惑
ぐ
ら

い
で

非
常

に
少
な

い
が
、

エ
ッ

・
オ

ッ
の
二
型
が
あ
る
。

「
四
書
唐
音
弁
」

で
徳
韻

の
合

口
は
国

ク
ヲ
ツ
或

フ
ヲ
ツ

・
ウ
ヲ
ツ
と
な

っ

て
い
る
。
開
合

不
分

の
唇
音

で
は
北

ペ
ツ

・
ボ
ツ
の
形
を
取

っ
て
い
る
の
が
参

考

に
な

る
が
、

こ
れ

は
開

口
が

エ
ッ
で
あ
る

こ
と
か
ら
、

そ
の
間

の
ゆ
れ
と
も

考

え
ら
れ

る
。

○
唇
内
韻
尾
を

ム
で
表
記
す
る
か

こ
れ

は
奥
村
先
生
が
既

に
指

摘
し
て
い
る
が
、
『
黄
藁
版
観
音
経
』
で
唇
内
韻

尾
を

ム
で
表
記
し

て
い
る
。
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侵
韻

章
韻

談
韻

塩
韻

添
韻

威
韻

凡
韻

甚
深
心

シ
ム
金

キ
ム
今
音
飲
イ

ム

男
南
ナ

ム
甘

カ

ム

敢
カ

ム
三
サ
ム

検

ナ
ム
険

ヘ
ム
謄

チ

エ
ム

念

ネ
ム

こ
の
他
に

侵
韻

輩
韻

談
韻

添
韻

威
韻

厳
韻

凡
韻

尋

ジ

ン
臨

リ

ン
ロ
賄
ピ

ン

庵

ア
ン

威

ヘ
ン
巌

エ
ン

梵

ハ
ン

『
貝
葉
版

金
剛
経
』

も
同
様

に
ム
で
表
記
し

て
い
る
。

今
金
キ

ム
甚

ジ

ム
心
深

シ
ム
音

イ
ム

畔

ホ
ン

貧

タ
ム
男
南

ナ
ム
闇

ア
ム
含

ハ
ム

三
サ
ム

捲

タ

ン

念
ネ

ン

哺

ナ
ム

厳

エ
ム

凡
梵

ハ
ン

例
外

の
字
は
あ
る
が
、
舌
内
韻

尾
の
字
を

ム
で
表
記
し
た
例

は
な

い
の
で
、

こ
の
原
音
は
舌
内

と
唇
内
と
の
区
別
が

あ

っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
少
し

の

例
外

は

こ
の
区
別
が
韻
書
等

に
よ

っ
た
も

の
で
は
な

い
こ
と
を
示
し

て
も

い
よ

う
。凡

梵
品

が

ム
で
な
く
、

ン
で
表
記

さ
れ

て
い
る
が
、

こ
れ
は
原
音
が

m
で
は

な
く

n
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高

い
。
現
代
中
国
語

の
唇
内
韻

尾
を
残

し
て
い
る

方
言

で
も
、
頭
子
音
が
唇
音

の
場
合

に
は
、
異
化
作

用
に
よ

っ
て
韻
尾

の

m
が

n
に
な

っ
て
い
る
も

の
が
多

い
か
ら

で
あ
る
。
『
中
原
音
韻

』
で
も

「
品
」
「
凡
」

の
字

は
舌
内

に
配
属
さ
れ

て
お
り
、
黄
壁
唐
音

の
原
音

で
も

そ
う
で
あ

っ
た
可

能
性

は
高

い
と

い
え
よ
う
。

現
在

の
中
国
諸
方
言

で
舌
内
と
唇
内
と

の
区
別
を
有
す

る
の
は
、
汕
頭

・
客

家

.
広

州
等

だ
が
、

そ
の
点
だ
け
か
ら

こ
の
二
資
料

の
元
と
し
た
音
を

そ
の
地

方

に
求

め
る
の
は
早
計

で
あ
る
。
杭
州
音

・
官
音

を
元
と
し
た
と
明
記
し

て
あ

る
文
雄

の
唐
音

に
も

ム
と

ン
の
区
別
が
存
す
る

こ
と
も
考

え
合

わ
せ
ね
ば
な
ら

な

い
。
な
お
、
文
雄

の
ム
と

ン
の
区
別

が
韻
書
と
し

て
理
論
的

に
導
き
出
さ
れ

た
も

の
で
は
な
く
、
現
実

の
音
を
反
映

し

て
い
る
こ
と

は
、
第
十
七
転

・
第
十

九
転

の
ム
表

記
か
ら
証
さ
れ
る
の
だ
が
、

そ
の
こ
と
は
別
稿

に
譲
り
た

い
。

四

唇
内
韻
尾
を

ム
で
表
記
す
る
二

つ
の
文
献

『黄
葉
版
観
音
経
』
『
貝
葉
版
金
剛

経
』

は
、
他

の
文
献
と
比
較
し

て
、

こ
の
二
文
献
だ

け
の
共
通
点
を

い
く

つ
か

持

つ
。

日
母

の
ヤ
行
は
全

く
無
く
、
疑
母

の
ガ
行
表
記
は
少
な

い
。。
止
摂

の
ギ

表
記
が
な

い
他
に
、
他
資
料

で
は
み
な
ゴ
と
な

る

「
臥
」
が

ヲ
ウ
と
な
る
点

も

共
ハ通
し

て
い
る
。

ま
た
、
清

濁
の
区
別
を
有
し
な

い
点
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、

こ
れ
ら
の
特
徴

は
南
京
音
的

な
も

の
と

い
え

る
。
ま
た
止
摂

の
舌
上
音
は

こ
の
二
資
料

で
は
チ

イ
の
み
で

ツ
ウ
は
み
え
ず
、
祭
韻

の
歯
音
も

シ
イ
の
み
で

ス
ウ
は
見

え
な

い
の

た
だ

し
止
摂

の
正
歯
音
は

ッ
ウ
が
見
え
、
そ
の
点

で
は

「
四
書
唐
音
弁
」

に
載

せ
る
と

こ
ろ
の
南
京
音
と
全
同

で
は
な

い
。

ま
た
ム
と

ン
の
区
別
が
あ

る
点

は

先
述

の
よ
う

に
ど

こ
の
方

音
と
も
決

め
ら
れ
な
い
。
ま
た
他

の
資
料

で
は
通
摂

は
オ

ン
が
中
心

で
そ
れ
に
ウ

ン
が
混
入

し
て
い
る
状
況

で
あ
る
が
、

こ
の
二
資

料

は
ウ
ン
の
み
で
統

一
さ
れ
て
い
る
。

と

こ
ろ

で
こ
の
二
資
料

は
音

の
様
相
が
似

て
い
る
だ
け

で
は
な
く

て
、
外
部

徴

証
的

に
も
関
係

が
あ

る
。

そ
れ
は
刊
記

の
部
分
が
酷

似
し

て
い
る

の
で
あ
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る
○
字
体
も
似

て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
覆
刻

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
『
黄
壁
版

観
音
経
』

で

「
観
音
経
壼
巻
」
と
あ
る

「
観
音
」

の
部
分
を

「金
剛
」

に
替
え

た
だ

け
の
形
な

の
で
あ

る

(
こ
の
部
分
は
字

体
も
異

な
る
)
。
他

に
異
な

っ
て
い

る
点

は
、
「菓
」
が

「
果
」
に
な

っ
て
い
る

こ
と

の
ほ
か

に
、
『
観
音
経
』
で
は
、

伏
願
罪
花
凋
謝
妙
菓

圓
成
九

品
墓
上
親
受

如
来
記
荊

頓
悟
無
生
之
旨
法
界

寛
親
威
沽

利
楽
此
板
現
貯
干

黄
蘂
山
寳
善

庵
十
方
有
縁

…
…

と
続
く

の
だ
が
、

『金
剛
経
』

の
方

は
、

伏

願
罪
花
凋
謝
妙
果
圓
成
九

品
皇
上
親
受

如
来

記
前
頓
悟
無
生
之
旨
法
界
寛

と
、

一
字
分
繰

り
上

が

っ
て

「
寛
」

の
字
を
組
み
込
ん

で
、

こ
の
行

で
終

わ

っ

て
い
る
。

こ
の
よ
う

に

『
貝
葉
版
金
剛
経
』

と

『黄
壁
版
観
音
経
』
と

は
非
常

に
関
係

が
深

い
。
し
か
し

『古

版
金
剛
経
』

や

『
貝
葉
版
観
音
経
』

は
こ
の
二
資
料
と

特

に
関
係
が
深

い
と

い
う
わ
け
で
も
な
く
、
な

に
ゆ
え

こ
の
二
資
料
が
共

通
点

を
多

く
持

つ
の
か
は
明

ら
か
で
な

い
。
本
稿

の
資
料
と
は
別

の
古
版

金
剛
経

が

存
在

す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
、
あ

る
い
は
貝
葉
版
と
同
版

に
し

て
も
刊
年
等

が

記
さ
れ
た
も

の
が
見
ら
れ
れ
ば
、
な
お
分
か
る

こ
と
が
あ
る
か
も
知

れ
な

い
。

次

に

『
仏
遺
教
経
』

に
記
さ
れ
た
音
は
濁
点

が
多

く
打

た
れ
清
濁

の
区
別
を

有
す
る

こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
点

か
ら
、
漸
江
音
的
な
も

の
で
は
な

い
か
と
推

察
さ
れ
る
が
、
薬

韻
が
殆

ど
ヤ

ツ
の
形

で
表

れ
る
点
も
同
じ
く
漸
江
音
的

で
あ

る
。
し
か
し
、
日
母

の
ヤ
行
表

記
が
あ
る
点

は
福
州
音
的
と

い
え
る
。
疑
母

の

止
摂

の
ギ
表
記
も
福

州
音

の
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
福
州

で
は
疑
母
は
ほ
と
ん
ど

が

η
の
ま
ま
を
た
も
ち
、

ゼ

呈

円
母
化
、

n
化

は
し

て
い
な

い
。

こ
の
よ
う
な
音

の
様
相
を
示
す

の
は
こ
の
資
料

の
み

で
あ
る
が
、
こ
の
資
料

は
前
記
の
よ
う
に
書
き
込

み
で
あ
り
、
そ

の
点
他

の
黄
漿
資
料

と
は
性
質

が
異

な
る
。

し
か
し
黄
壁
山
蔵
板

の
書
物

に
書
き
込
ん

で
あ
る
か
ら
黄
漿
唐
音

の

一

種

と
見

な
す

こ
と

に
差
し
支
え
あ
る
ま

い
。

以
上

三
資
料

の
他

の
資
料
は
分
類

が
困
難

で
あ
る
。

日
母

や
ヤ
行
表
記

の
出

現

の
仕
方

は
各
資
料

に
見
え
、
資
料

に
よ

っ
て
韻
ご

と
の
ヤ
行
化

の
度
合

い
が

異
な

る
よ
う

に
も
見
え
る
が
、

一
資
料

の
中

で
も
同
字

に
ザ
行
表
記
や

ヤ
行
表

記

の
両
方
も
あ

る
な
ど
、
線

を
ひ
き
が
た
い
。

こ
れ

は
疑
母

の
ガ
行
表
記

に
関

し

て
も
同
様

で
あ
る
が
、
『仏
説
梵
網
経
』
は
魚
韻

・
虞
韻
も
ギ
イ
表
記

で
あ
る

点
、
イ
表
記
中
心
の
他

資
料

と
は
異
な

る
。
ま
た

こ
の
資
料
は
、
他

資
料

が
み

な

エ
ン
で
あ
る

「
言
」

に
ゲ

ン
の
注
音
が
あ
り
、
層
別
化
が
可
能
か
も
知

れ
な

い
。

『仏

説
梵
網
経
』
を
含
め

て
こ
の
グ

ル
ー
プ
は
、
清

濁
の
区
別
を
有
し
な

い

点
等
南
京
音
的

で
は
あ

る
が
、
祭
韻
歯
音

の
表
れ
方
等

は

『
黄
壁
版
観
音
経
』

『貝
葉
版
金
剛
経
』

に
く
ら

べ
れ
ば

ツ
表
記
が
多

く
、
漸
江
音
的

の
よ
う

で
あ

る
。

ま
た
日
母

・
疑
母

の
表
れ
方
は

『
仏
遺
教
経
」
同
様
、
福
州
音
的
と
言
え

よ
う
か
。
な
お
、
唐
話
辞

書

の

『唐
音
世
話
』

は
こ
の
グ

ル
ー
プ
と
似
た
様
相

を
示
し
、
南
京
音
、
或

い
は
漸
江
音
中
心

で
あ

る
唐
話
辞
書

の
中

で
は
特

異
な

存
在

で
あ
る
。
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五

以
上

の
よ
う
に
黄
壁
唐
音

は
資
料

に
よ

っ
て
字
音
体
系

の
異
な
り
を
見
せ
、

少

な
く
と
も
三

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け

る
こ
と
が

で
き
る
。

こ
の
意
味

で
黄
壁

唐
音

は
重
層
性
を
も

つ
と

い
う
わ
け

で
あ

る
。

有
坂

氏

は
黄

漿
唐
音

は
南
京
音

を
中
心

に
福
州
音

が
混
入

し
た
も

の
だ

と

し
、
奥
村
先
生

は
呉
語
的
要
素
も
有
り

そ
う
だ
と
指

摘
し
た
が
、
実

は
資
料

に

よ

っ
て
そ
の
原
音
が
異
な

っ
て
い
る
と
考
え
る

べ
き

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
黄
壁

唐
音

は
南
京
音
を
中
心
と
し
た
も

の
が
多

い
が
、
そ
れ
に
漸

江
音
等

の
呉
語

や

福

州
音
が
混

入
す

る
と

い
う

こ
と
も
あ

り
、

そ

の
混
入

の
あ
り
方

は
資
料

に

よ

っ
て
異
な

る
、
と

い
う
わ
け

で
あ
る
。

黄
漸
唐
音

の
原
音
が
ど

こ
の
方
音

で
あ
る
か
と
い
う
問
題
を
離
れ

て
も
、

こ

の
黄
漿
唐
音
が
重
層
性
を
示
す
と
い
う

こ
と
は
、
黄
壁
原
音
を
国
語
音
韻
史

の

資
料
と
し

て
使
う
と
き

に
考

慮

に
い
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。

た
と
え
ば
、
有
坂
氏

の

ハ
行
音

で
考
え

て
み
る
。

有
坂
氏
は
、

黄
壁
唐
音

に
於

て
は
、

最
古

の
最
も
信
頼
す

べ
き
資
料

に

つ
い
て
み
る
と

支
那
原
音

の
f

a
を
写
す
に
は
、
す

べ
て

フ
ワ
の
仮
名
を
用

い
て
い
る
。

と
し

て
、
当
時

の
京
都

で
は

ハ
の
子
音

が
f
で
な
か

っ
た
証
拠
と
し
た
。

し
か

し
、
有
坂
氏
も
記
す
よ
う
に

「最
古

の
最
も
信
頼
す

べ
き
資
料
」

に
お

い
て
フ

ワ
と
表
記
さ
れ
る
わ
け
で
f

a
を

ハ
で
表
記
す

る
文
献
も
あ
る
わ
け

で
あ
る
○

こ
の
よ
う
な
も

の
を
有
坂
氏

は
、

こ
の
中

に
於

て
支

那
原
音

f

a
を
屡

ハ
で
表
し

て
い
る

の
は
、
恐
く
最
初

フ
ァ
の
形

で
支

那
か
ら
輸
入

さ
れ
た
も

の
が
日
本
寺
院

で
伝
諦
さ
れ
る
間

に
次
第

に

ハ
に
転
説

し
て
来

た
も

の
と
見
ら
れ
る

べ
き
も

の
で
、
私

は
か

く

の
如
き
文
献
を

「最
古

の
最
も
信
頼
す

べ
き
資
料
」

の
中

に
加

え
る
こ

と
は
出
来

な
い
の
で
あ

る
。

と
解
釈

し
て
い
る
。
黄
壁
版
観
音
経
は
有
坂
氏

が
用
い
な
か

っ
た
資
料

で
あ

る

が
、

こ
れ
も

f

a
を

ハ
表
記
し

て
い
る
。
有
坂
氏

に
従

え
ば

こ
れ
も
転
説
し
た

資
料
と

い
う
こ
と

に
な
る
が
、
た
と
え

こ
れ
が
転
読

し
た
も

の
で
あ

っ
た
と
し

て
も
、

そ
れ

は
有
坂
氏

の

「
信
頼
す

べ
き
資
料
」

の
字
音
体
系
か
ら
転
説
し
た

も

の
と

は
考
え
ら
れ
な

い
。
勿
論
そ
れ
は
字
音
体
系
が
異
な

る
か
ら

で
、
た
と

え
ば

「
干
」
も

「如
」
も
イ

で
あ

っ
た
も

の
が

「
干
」
が

イ
、
「如
」
が
ジ
と
転

説
す
る
は
ず
が
な

い
。

ま
た
観
音
経

の
貝
葉
版

で
は
、
黄
彙
版
と
異
な
り
、
有
坂
氏

の
い
う

「
信
頼

す

べ
き
資
料
」

の
音

と
共
ハ通
す

る
音
が
記

さ
れ

て
い
る
。

つ
ま
り
観
音
経

と
い

う

一
つ
の
経
典

で
も
、
転
説
と

は
言
え
な

い
音

の
異
な
り
が
あ
る
わ
け
な
の
で

あ
る
。

有
坂

氏
は
、

支

那
原
音

の
f

a
と

h

u
a
と
を
共
ハ
に

ハ
で
写
し

て
い
る
も
の
は
す

べ
て

長
崎
関
係

の
も

の
ば
か

り
で
あ
る
。

と
し
て
、
長
崎

に
お
け

る

ハ
行

の
唇
音
性
残

存
を
言
う

の
だ
が
、
黄
壁
唐
音

に

お
い
て
も

ハ
で
写
し
た
資
料

の
音
が

フ
ワ
で
写
し
た
資
料

の
音

か
ら
転
説

し
た

も
の
で
は
な

い
と
な
る
と
、
黄
漿
版
観
音
経

に
付
音

し
た
人
物

の

ハ
行
音

に

つ

い
て
も
長
崎
関
係

の
資
料
と
同
様

の
解

釈
を
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
ま
た
転
託

で

は
な

い
に
し

ろ
、
仮
名
表
記

の
粗

さ

で
f

a
を

ハ
表

記
と

し
た
可
能
性
も
あ

る

が
、

そ
の
可
能
性

は
長
崎
関
係

の
資
料

に
も
あ
る
。
奥
村
先
生
も
指
摘

の
よ
う

に
、
黄
漿
版
観
音
経

は
、
h

a
音
を
も
カ

で
は
な
く
、
ハ
で
表
記
し

て
い
る
が
、

こ
れ

は
長
崎
関
係

の
資
料
と

て
同
じ

で
、

ハ
で
f

a
を
も

h

a
を
も
表
し

て
い

る
の
で
あ

る
。
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h

a
の

ハ
表
記
と

い
う
点

で
、
近
世
唐
音

の
ハ
音

の
状
況

は
中
世
ま

で
の

ハ

音

の
状
況
と

は
異
な
る
わ
け

で
、
長
崎

の

ハ
音
の
唇
音
性
残
存
を
疑

う
か
、
黄

壁
版
観
音
経

の
付
音
者

に

つ
い
て
も
、
長
崎

に

つ
い
て
も
、

h

a
.
f

a
を
と

も

に

ハ
で
表

記

で
き

る

よ
う

な

ハ
音

の
状

況
を

想
定

す

る
か

(
た
と

え
ば

h

W
a
の
よ
う
な
も

の
か
)
、
い
ず
れ
か

の
解
釈
が
必
要
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は

問
題
提
起

に
と
ど
め

て
お
く
。

有
坂
氏
が
唐
通
事
関
係

の
資
料

に

つ
い
て
は
唇
音
性

の
残
存
を

言
い
、

ハ
表

記

の
あ

る
黄
壁
関
係
資
料

に
関
し

て
は
そ
れ
を
言
わ
な
か

っ
た

の
は
、
黄
壁
唐

音

が
均
質

な
字

音
体
系

を
持

っ
て

い
る
と
考

え
た
か

ら

で
あ

る
よ
う

に
思

え

る
。
当
時

の
長
崎

の

ハ
と
、
京
都
黄
漿
山

の

ハ
と
が
異
な
る
音

で
あ

っ
た
と
は
、

唐
音
資
料
か
ら

は
証
明

で
き
な

い
と

い
う

の
が
、
黄
壁
唐
音

の
重
層
性

に
よ

つ

て
言
え

る
の
で
あ

る
。

注
④

「江
戸
時
代
中
頃
に
於
け
る

ハ
の
頭
音
に

つ
い
て
」
『国
語
音
韻
史
の
研
究
』

②
宝
暦
二
年
刊
。
九
州
大
学
付
属
図
書
館
蔵
本
に
よ
る
。

⑨
享
保
七
年
刊
。
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
本
に
よ
る
。

④

「近
世
唐
音
弁

南
京
音
と
漸
江
音
1

」
岐
阜
大
学
国
語
国
文
学
十
七
号
。
「近
世

的
唐
音
の
音
体
系
…

江
南
漸
北
音
と
し
て
の
ー

」
国
語
国
文
五
四
号
巻
七
号
。
「近

世
的
唐
音
の
音
体
系
「
「
そ
の
二
、
韻
母
の
面
よ
り
の
考
察
ー

」
国
語
国
文
五
五
巻

六
号
。

㈲
井
上
隆
明
氏
、
青
裳
堂
書
店

『
日
本
書
誌
学
大
系
』
↑
四
。

⑥
国
立
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
単
刊
甲
種
之
十
二

上
海

ω

「日
本
漢
字
音
に
お
け
る
頭
子
音
の
清
濁

韻
鏡
清
の
字
に
し
て
日
本
字
音
濁
と
な

る
も
の
に
就
て

」
国
語
国
文
三
七
巻

=

一号

・
一.一八
巻

一
号

⑨
高
松
政
雄

「近
世
的
唐
音

破
擦
音
を
主
と
し
て
ー

」
岐
阜
大
学
教
育
学
部
研
究

報
告

人
文
科
学
三
二
巻

⑨
汲
古
書
院

『
唐
話
辞
書
類
集
』
第
八
集
。

⑩
北
京
大
学
中
国
語
言
文
学
系
語
言
学
教
研
室
。

⑪
汲
古
書
院

『唐
話
辞
書
類
集
』
第
十
六
集

・
思
文
閣

『陽
明
叢
書

国
書
篇
中
世
国
語
資

料
』
に
影
印
、
「国
語
国
文
」

一
八
巻

一
号

・
二
号
に
翻
刻
。
右
側
に
南
京
音
、
左
側
に

福
州
音
を
付
す
。

②

「
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
」
六
号

⑬
中
華
民
国
中
山
学
術
文
化
基
金
董
事
会
補
助
出
版
、
台
湾

Gφ
古
版
で
あ
る
黄
漿
版
で
は
ハ
表
記
さ
れ
、

時
代
的
に
新
し
い
貝
葉
版
で
フ
ワ
表
記
さ
れ

て
い
る
の
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

[付
記
]

本
稿
は
、

昭
和
六
十
年
度
国
語
学
会
秋
季
大
会

で
の
発
表
を
も
と

に
ま
と
め
た

も

の
で
す
。
発
表
席
上

で
ご
教
授
く
だ
さ
い
ま
し
た
諸
先
生
方

に
お
礼
申

し
上
げ

ま
す
。

資
料

の
閲
覧
を
お
許
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
長
崎

の
崇
福
寺
、

宮
田
安
氏

に
も
お
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。
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